
 

 

 

 

 

1 日

2 月 全校朝会 ALT 委員会活動

3 火

4 水

5 木

6 金 ６年生大三輪中学校新入生説明会

7 土

8 日

9 月

10 火 学習参観・学級懇談会 PTA本部役員会

11 水 建国記念の日

12 木 ヤマザクラ植樹（４年生）

13 金 巡回相談

14 土

15 日

16 月 クラブ活動　ALT　３年生クラブ見学

17 火 文化鑑賞会

18 水

19 木 避難訓練

20 金

21 土

22 日

23 月 天皇誕生日

24 火

25 水

26 木 織田っ子の森植樹祭

27 金 ６年生を送る会

28 土

　　　２月　の　 行   事  予  定

3月11日(水)卒業式予行練習　　18日(水)給食終了

19日(木)卒業式　　24日(火)修了式・離任式

2・3月分（2月13日振替）
給食費　　　 　  　 8,800円
教材費　　学年だより　参照
PTA会費等　　１人目　　1,400円

２人目　　1,400円
３人目　　　　      ０円

旅行等積立
　　　　 4年 2,000円
　　　　 5年 4,000円
　　　　 6年       ０円

織田っ子 
桜井市立織田小学校 

    令和 8(2026)年 ２月号 

【本校の教育目標】 

・自ら学ぶ力 ・豊かな心  

・たくましい力 
【めざす児童像】 

なかまとともに伸びる子 

明るく心豊かな子 

自ら学びよく考える子 

健やかでたくましい子 
 

春への 

ウォーミングアップ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月は「如月（きさらぎ）」と呼ばれます。語源でもっとも有力な説

は、寒さのために衣を更に重ねる「衣更着（きさらぎ）」が転じたとい

う説です。ほかにも、春めいて陽気が更にやって来る「気更来（きさら

ぎ）」、春に向けて草木が生えはじめる「生更木（きさらぎ）」などが転

じたという説もあります。 

このように２月は、寒さは厳しいけれども、厳しいだけでなく春へ

の希望や生命の息吹が感じられる、春へのウォーミングアップの月だ

といえるでしょう。 

“織田っ子”にとっても、今年度の学習や運動、生活を振り返り、自

分の成長を確かめ、新たな希望をもって進級・進学の春を迎えられる

ように、この２月を大切に過ごしてほしいと思います。ご家庭での励

ましの声かけ等もよろしくお願いします。 

今年は、秋からインフルエンザが流行し、その期間も長くなってい

ます。ご家庭でも、ご留意いただきますとともに、「手洗い・うがい・

咳エチケット（手などで口を押さえる、マスクを着用する等）」のご指

導も併せてよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

小学校生活最後の大舞台ですので、思い出に残る素敵な卒業

式にしたいと思っています。在校生は、心を込めて卒業のお祝いを

しましょう。 

開始時間や詳しい内容は、後日案内文書を配布しますので、そ

ちらをご覧ください。 

 

今年の卒業式は、 

3月 19日（木）です。 

☆人権学習の取組の Part３です。 

3年生の取組から 

絵本「わたしの足は車いす」  

【ねらい】  さまざまな差別をはじめとする身の回りの不合理や矛盾に

気づき、みんなで解決していく力を育てる。 

◯本資料は、車いすを利用する少女アンナを主人公とした物語です。  

 資料を読み、アンナはなにが悲しかったのかを考えました。その後、

ジギーとの出会いによって笑顔を取り戻すアンナの気持ちを考え、意

見を交流しました。「ジギーがやさしくしてくれてうれしかったと思う」とい

った意見が上がるなど、障害のある方の願いを自分自身の願いと重ね

て深く共感していました。違いを強みとして個性を尊重し、みんなが笑

顔でいられるようにするために何ができるか、一人一人が自分なりに考

えていました。 

《児童の感想から》 

・ジギーはさそえるゆうきがあって、手つだってくれてアンナはうれし 

かったから、友だちになった。 

・ジギーが「みんなとはちがうけど、それがもちあじで、そのもちあじが 

いいんだよ」と教えてくれて、二人はとくべつな友だちになったと思う。 

6年生の取組から 

心の器・わたしの友だちのこと 

【ねらい】 障害のある人たちと出会って接する中で、共に生きようとす

る意欲と実践力を養う。 

〇難病を抱えた田中政地さんの小学校時代を描いた資料から、自分と 

同じように障害がある人たちのために頑張る政地さんの思いについ 

て考えました。 

 〇HIVの感染者の支援を行っている看護師の手記から、HIV感染者 

に対する差別の現実を知り、それを生んだものは何かについて考 

えました。 

《児童の感想から》 

・人の障害のことをからかうことは小さい器だと思った。障害がある人に 

もない人にも あたたかい言葉を使おうと思った。 

・何も知らないのに「AIDSは怖い」と思うことはおかしいし、それを理由 

に仕事を辞 めることになったり差別されたりすることは良くないと思う。 

・今はインターネットが普及して情報が流れるのが速いから、二度とこん 

な事が起きな いように、情報をすぐに信じず、ちゃんと調べることが大 

切だと思った。 

 

1春の訪れ 
 

今年は２月３日が「節分」で、翌２月４日は立春です。 

もともと「節分」は立春・立夏・立秋・立冬の前日をそれぞれ表す

言葉で、年に４回ありました。その中で、冬から春への「節分」が特

に大切にされて、「節分」といえばこの時期のことを指すようになり

ました。 

今でも、豆まき・恵方巻き（今年は南南東）・柊鰯（ひいらぎいわ

し）など、地域や家庭でいろいろな風習などが行われています。 

立春から春分にかけて吹く、はじめての強い南風を「春一番」と

言います。毎年春一番が観測されると、気象庁によって発表されま

す。まだまだ寒い日が続きますが、春はもうすぐそこまでやってき

ています。 

 

 

 

 


